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Facebook■お問い合わせ先
　町美浜創生戦略課�国体推進室内
　｢福井しあわせ元気 ｣国体 ･障害者スポーツ大会美浜町実行委員会事務局 (担当 ･今安 )
　☎ 32‐6715　FAX�32‐1115　国体ホームページ�http://2018kokutai-mihama.com/

『美浜町の火』誕生 !　～希望のせ 未来に繋ぐ 美浜の火～
　8月 11日に、炬火リレーを町内各地において実施しました。

　6月に各小学校で採火した火が新庄区、宮代区、丹生区の3つに分かれて午前7時にスタート。ランナー

は、集落の皆さんの声援を受けながらトーチを片手に町内全集落をリレーし、それぞれの火を繋ぎました。

　国体 ･障スポ開催にあたり、下記の町内施設を記載の期間中、準備等で使用しますので、

一般の方の使用ができません。

　町民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

施設使用についてのお知らせとお願い

デモスポ ( ローイングエルゴメーター ) を開催しました
　8月 5日に、福井しあわせ元気国体デモンストレー
ションスポーツ (ローイングエルゴメーター競技 )を
総合体育館で開催しました。
　当日は、エントリーした小学生が懸命にエルゴを漕
いでタイムを競いました。
　また、2,000 ｍを 4人でリレーする団体戦では、
親子対決やエルゴ指導をしてくれた美浜中学校ボート
部の生徒と対決する等、大いに盛り上がりました。
　デモスポは、8月から 10月初めにかけて県内各市
町で行われる予定です。敦賀市のドッジボールと美浜
町のエルゴメーターは、県内で最初のデモスポ開催と
なりました。
　大会結果は次のとおりです。

竹波区

菅浜区

新庄区

興道寺区

和田区

宮代区

　午後3時から夏フェスタ美浜の会場で開催した集火式では、5月に開催した美浜 ･五木ひろしマラソン

の会場で採火した火と、この日の午前中にリレーした3つの火を1つにし、美浜町の火が誕生しました。

　炬火名は、皆さんからのご応募の中から千
ち ま

万真
まさ と

慧さん ( 美浜中学校 3年 ) の ｢ 希望のせ　未来に繋ぐ　

美浜の火 ｣が選ばれました。

　美浜町の火は、9月 1日午後 2時から福井市のハピテラスで開催される炬火集火式において、県内他

市町の火と合わせて1つになります。そして、9月 29日に福井県営陸上競技場で行われる総合開会式で

炬火台に点火され、国体 ･障スポ期間中、選手の活躍を見守ることになります。

↑�集火式で美浜町の火が誕生 ↑�炬火名を命名した千万さんに
賞状を授与

↑�美浜町の火

施設名 利用できない日

○美浜町総合運動公園

体育館 (トレーニングルーム除く ) 9月 17日 ( 月 ･ 祝 ) ～ 10月 12日 ( 金 )

トレーニングルーム 9月 26日 ( 水 ) ～ 10月 8日 ( 月 ･ 祝 )

野球場 ･テニス場 ･遊具エリア
運動場 (マレットゴルフ等コース含む ) 9月 10日 ( 月 ) ～ 10月 12日 ( 金 )

○西郷健康ひろば ( 屋内 ･ 屋外とも ) 10月 9日 ( 火 ) ～ 10月 15日 ( 月 )

○ふれあい広場（佐田毛の鼻グラウンド）
　※軟式野球競技公式練習会場となるため

10月 1日 ( 月 ) ～ 10月 10日 ( 水 )

種目 氏名 順位 記録

3年生以下�男子の部
(300m)

志和屋　諒歩 1位 1:10

志和屋　寿樹 2位 1:31

西川　颯人 3位 1:32

4年生以上�男子の部
(500m)

柴崎　晃汰 1位 2:21

今村　峰士 2位 2:24

3年生以下�女子の部
(300m)

今村　彩華 1位 1:09



美浜発電所の状況
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■ お問い合わせ先
　町美浜創生戦略課

　(担当･山口)
　☎32‐6715

↑�協定書に調印後、握手を交わす山口町長(左)とエスアールエス株式会社
添田美智男執行役員社長(右)

す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
次
の

点
に
注
意
し
て
風
水
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

こ

台風等の雨、風による災害に備えましょう
■ お問い合わせ先
・町エネルギー政策課(担当･久木)�

☎32‐6716

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)
今回の報告では、7月14日から8月17日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
に
お
け
る

防
護
措
置
に
つ
い
て

　

原
子
力
発
電
所
が
あ
る
周
辺
の
市
町
で

は
、
万
が
一
、
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
、
速
や
か
に
屋
内
退
避

や
避
難
等
の
防
護
措
置
の
判
断
・
指
示

が
で
き
る
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
護
措
置
を
実
施
す
る
区
域

は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
距
離
に
応
じ

て
次
の
2
段
階
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

れ
か
ら
台
風
等
の
風
水
害

に
よ
る
災
害
が
起
こ
り
や

(

※)�

現
地
確
認
前
に
修
繕
す
る
場
合
は
、

被
災
箇
所
、
被
災
状
況
の
分
か
る
写

真(

全
体
と
細
部)

を
2
枚
以
上
撮
影
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
被
災
か
ら
期
間

が
経
過
す
る
と
証
明
が
難
し
く
な
る
た

め
、
被
災
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
報

告
し
て
く
だ
さ
い
。

大
雨
、
強
風
時
の
対
応

▼ 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
気
象
情
報
に
注
意

し
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え

ま
し
ょ
う
。

▼ 

台
風
が
接
近
す
る
前
に
、
強
風

で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
が
あ

れ
ば
飛
散
防
止
の
対
策
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▼ 

い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う

に
、
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
避
難
を

　

災
害
発
生
の
危
険
が
高
ま
っ
た

場
合
に
は
、
町
か
ら
避
難
勧
告
等

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
音
声
告
知

放
送
や
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
の
情

報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
避
難
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

雨
風
の
状
況
、
避
難
す
る
時
間

帯
を
考
慮
し
て
、
早
め
の
避
難

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
等

避
難
に
時
間
の
か
か
る
方
は
、

必
ず
家
族
や
地
域
の
方
と
一
緒

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

避
難
所
へ
の
避
難
が
危
険
で
あ

る
と
感
じ
た
場
合
は
、
自
宅
の

2
階
等
、
少
し
で
も
安
全
な
場

所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

り
災
証
明
書
の
発
行

　

町
で
は
、
住
家
や
倉
庫
等
が
自

然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

こ
と
を
証
明
す
る｢

り
災
証
明
書｣

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
証
明
書

の
発
行
に
は
現
地
確
認
が
必
要

(

※)

な
た
め
、
発
行
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

↑�昨年の台風でのり面が崩壊した
　町道金安線

エスアールエス株式会社と｢工場立地に関する協定｣を締結
レンタル機械整備工場の建設に向けて

ル
エ
ス
株
式
会
社
と｢

工
場
立
地

に
関
す
る
協
定｣

調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
建
設
用
機
械
器
具

の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
や
仮
設
ハ

ウ
ス
、
高
所
作
業
車
等
の
レ
ン

タ
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

建
設
す
る
工
場
は
、
機
器
の
整

備
工
場
と
事
務
棟
の
2
棟
で
、

来
年
1
月
の
稼
働
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

山
口
町
長
は｢

原
子
力
発
電
所

7

や
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
等
、
大
き

な
事
業
や
防
災
対
策
を
抱
え
る
本

町
に
お
い
て
、
建
設
機
械
の
基
地

が
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
心
強
く

思
っ
て
い
る
。
美
浜
町
を
拠
点
と

し
て
発
展
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て

い
る｣

と
話
し
、
添そ

え
だ田
美
智
男
社

長
は｢

自
治
体
か
ら
土
地
を
借
り

て
事
業
を
す
る
の
は
初
め
て
で
す

が
、
早
く
地
域
に
根
を
張
り
、
皆

さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
、
地
元

密
着
型
で
事
業
を
拡
大
し
て
い
き

た
い｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

月
27
日
に
、
松
原
産
業
団

地
に
進
出
す
る
エ
ス
ア
ー 　

防
護
措
置
の
判
断
・
指
示
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
、
町
を
は
じ
め
、
専
門
機
関
や

原
子
力
事
業
者
等
に
よ
り
、
情
報
共
有
や

状
況
に
応
じ
て
検
討･

決
定
さ
れ
、
決
定

さ
れ
た
内
容
は
町
原
子
力
災
害
対
策
本
部

か
ら
あ
ら
ゆ
る
広
報
手
段
を
使
っ
て
住
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域

　
(

Ｐ
Ａ
Ｚ)

　

発
電
所
か
ら
半
径
概
ね
5
㎞
以
内

　

事
故
が
発
生
し
た
時
に
、
事
故
の

急
速
な
進
展
を
想
定
し
、
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
る
前
か
ら
、
直
ち
に

予
防
的
な
避
難
等
を
準
備
す
る
区
域

●
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域

　
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）

　

発
電
所
か
ら
半
径
概
ね
5
〜
30
㎞
以
内

　

事
故
が
急
速
に
進
展
す
る
可
能
性
等

を
踏
ま
え
、
緊
急
時
に
お
け
る
判
断
お

よ
び
防
護
措
置
の
基
準
に
基
づ
き
、
屋

内
退
避
や
避
難
を
準
備
す
る
区
域

※ 

Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
の
住
民
は
、
事
故
の
進
展
に
応
じ
て
、

放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
に
当
該
区
域
か
ら

の
避
難
を
実
施
し
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
住
民
は
、
屋

内
退
避
中
に
放
射
性
物
質
の
放
出
が
あ
っ
た
場
合
、

空
間
放
射
線
量
の
計
測
値
に
基
づ
い
て
避
難
等
を

実
施
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
避
難
等
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
異
な
り
ま
す
。

■
町
か
ら
の
主
な
広
報
手
段

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル)

、

音
声
告
知
放
送
、
防
災
行
政
無
線
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
車
、
町
メ
ー
ル
配
信
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
等

　

身
体
に
受
け
る
放
射
線
の
量
を
減
ら
す

た
め
の
基
本
は
、
距
離(

離
れ
る)･

時

間(

短
く)･

遮し
ゃ

へ
い(

遮
さ
え
ぎ

る)

の
3
つ
で

す
。
こ
の
た
め
次
の
防
護
措
置
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
実
施
す
る
防
護
措
置

　

自
宅
や
近
く
の
建
物
の
中
に
入
り
、
外

気
が
屋
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
窓
等
を
閉

め
、
換
気
扇
等
を
止
め
る
。
情
報
収
集
を

し
な
が
ら
、
状
況
が
悪
化
し
た
場
合
の
避

難
に
備
え
て
準
備
を
す
る
。

●
屋
内
退
避

●
一
時
移
転･

避
難

　

避
難
指
示
の
内
容(

避
難
方
法
や
避
難

先
等)

を
確
認
の
上
、
町
職
員
等
の
指
示

に
従
い
、
一
時
集
合
施
設
で
安
定
ヨ
ウ
素

剤
を
受
け
取
り
、
マ
イ
カ
ー
や
バ
ス
で
避

難
先
に
避
難
す
る
。

※ 

美
浜
発
電
所
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏(

丹
生･

竹
波･

菅
浜)

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
配
布

済
み
。

※ 

町
で
は
確
実
に
避
難
場
所
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

｢

大
野
市｣

と｢

お
お
い
町｣

を
指
定
避
難
先
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。

PAZ
( 概ね 5km圏内 )

UPZ
( 概ね 5～ 30km圏内 )

警戒事態
(例 ) 所在市町で震度6弱以上の地震

要配慮者の避難の準備

施設敷地緊急事態
(例 ) 蒸気発生器への給水機能が喪失

要配慮者の避難
一般住民の避難の準備

屋内退避の準備

全面緊急事態
(例 ) 全ての原子炉冷却機能が喪失

一般住民の避難 屋内退避

空間放射線量率
20μ Sv/h を検出
一時移転 (1週間以内に )
500μ Sv/h を検出
即時避難

事
象
の
進
展

事　象
区　域

1日以内に区域特定

数時間以内に区域特定

事象の進展に基づく防護措置敷地内の
事故発生

施設外への
放射性物質
放出

↑�原子力災害や防護措置(屋内退避･避難等)
の詳細については｢原子力防災のしおり｣
をご覧ください。(町のホームページでも
ご覧いただけます)



募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

お知らせ
Mihama　Information

町役場各部署直通電話番号

町各施設電話番号

３２－３１１１

歴史文化館
給食センター

な�び�あ�す

町立図書館(なびあす内)

はあとぴあ

３２－１２１２

３２－００８３
３９－１１１６き い ぱ す

３９－１３０１丹生診療所

３２－３２００

東部診療所 ３７－２９１１

４５－２３００

総合体育館

エコクル美方
子育て支援センター

３２－０１９２
若狭国吉城歴史資料館

３２－００５０
３２－００２７�
３２－２１１１

税　�務　�課

住民環境課

福　�祉　�課

健康づくり課�

商 工観光課

農林水産課

土木建築課

出　�納　�室

議会事務局

上下水道課

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

３２－６７００

３２－６７０１

教育政策課 ３２－６７０８

総　�務����課

企 画 政策課
美浜創生戦略課

３２－６７１５
エネルギー政策課

３２－６７１６

みはまブランド開拓課
３２－６７１４

生涯学習課 (なびあす内)
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Mihama　Information

※お問い合わせ先　　レイクヒルズ美方病院 看護部 ☎45‐1131
※お問い合わせ･お申し込み先 敦賀年金事務所　☎23‐9902

町住民環境課(担当･青池)　☎32‐6703
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および年金事務所の窓口では、国民年金の加入手続きや国民年金保険料の免除の申請、老齢

基礎年金の請求の手続きがマイナンバーを使用して行えるようになりました。マイナンバー

で手続きを行う時は、マイナンバー確認書類と本人確認書類(※)を町または年金事務所の窓口に提

示してください。

　マイナンバーの記載が困難な場合は、引き続き基礎年金番号を使用して各種手続きを行えます。

また、国民年金保険料口座振替の納付(変更)申出書等の一部の手続きでは、マイナンバーが使用で

きません。詳しくは、町の担当窓口または最寄りの年金事務所にお問い合わせください。

(※)代理人が手続きを行う場合は、本人のマイナンバーが確認できる書類と代理人の身元確認書類、委任状等が必要です。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
教
育
政

策
に
つ
い
て
会
議
を
開
催
し
審
議
し
て

い
ま
す
。

　

7
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第
6
回
美
浜

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
議
案
を
審
議

し
、
全
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
教
育
政
策
課(
担
当･

浜
野)

☎
32
︲
６
７
０
８

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
議
案
第
23
号

　

教
育
機
関
の
職
員
の
人
事
の
内
申
に
係

る
報
告･

承
認
に
つ
い
て

▼
議
案
第
24
号

　

平
成
30
年
度
美
浜
町
給
食
セ
ン
タ
ー
厨

房
機
器
等
更
新
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

非常勤看護職員を募集します
レイクヒルズ美方病院

※勤務内容等、詳しくはお問い合わせください。

職種 募集の条件

夜勤専門看護師 (看護師 ･准看護師 ) 月に 3～ 4回夜勤が可能な方

看護師 (看護師 ･准看護師 ) 日勤および夜勤が可能な方

看護補助員 (外来 ･病棟勤務 ) 日勤および夜勤が可能な方

看護補助員 (外来補助業務 ) 1日 3時間以上の勤務が可能な方

　

10
月
と
11
月
に
次
の
2
つ
の
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
お
宅

に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
票
の

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
企
画
政
策
課(

担
当･

石
井)

☎
32
︲
６
７
０
１

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

▼
住
宅･

土
地
統
計
調
査

　

住
戸(

住
宅
お
よ
び
住
宅
以
外
で
人
が

居
住
す
る
建
物)

に
居
住
し
て
い
る
世
帯

を
対
象
に
、
総
務
省
統
計
局
が
5
年
ご

と
に
実
施
す
る
調
査
で
す
。
今
年
は
、
10

月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

住
戸
に
関
す
る
実
態
や
現
住
居
以
外

の
住
宅
お
よ
び
土
地
の
保
有
状
況
、
そ

の
他
の
住
宅
等
に
居
住
し
て
い
る
世
帯

に
関
す
る
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
現
状

と
推
移
を
全
国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら

▼
漁
業
セ
ン
サ
ス

　

水
産
業
を
営
ん
で
い
る
全
て
の
世
帯
や

法
人
を
対
象
に
、
農
林
水
産
省
が
5
年
ご

と
に
実
施
す
る
調
査
で
す
。
今
年
は
11
月

1
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

漁
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
、
漁

村
、
水
産
物
流
通･

加
工
業
等
に
つ
い

て
調
査
し
、
漁
業
を
取
り
巻
く
実
態
と

変
化
の
総
合
的
な
把
握
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

か
に
す
る
こ
と
で
、
住
生
活
関
連
諸
施

策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

年
金 

ニ
ュ
ー
ス 

年
金

ニ
ュ
ー
ス

マイナンバーによる手続きが
開始されました

町

マイナンバー確認書類の例

･�マイナンバーカード

･�マイナンバー通知カード

･�マイナンバーが記載された住民票の写し　　等　

本人確認書類の例

･�マイナンバーカード

･�運転免許証

･�旅券(パスポート)　　等

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

が
開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

☎
21
︲
３
４
５
５

9
月
2
日(

日)

午
後
2
時
～
3
時
30
分

●�

日�

時

●�

会�

場

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

　

(

敦
賀
市
神
楽
町
2
丁
目
2
︲
4 

ア
ク
ア
ト
ム
2
階)

●�

対�

象

　

中
学
生
以
上
で
、
簡
単
な
日
常
会
話

程
度
の
英
語
が
理
解
で
き
る
方

●�

内�

容

　

福
井
大
学
留
学
生
の
方
々
と
、
英
語
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
会
話
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
行
い
ま
す
。

●�

定�

員

20
人(

要
申
込･

先
着
順)

●�

費�

用

無
料

 

お
ち
ゃ
っ
と
サ
ロ
ン｢

バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ｣

が
開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

☎
21
︲
３
４
５
５

9
月
22
日(

土)

午
後
2
時
30
分
～
4
時

●�

日�

時

●�

会�

場

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

●�

ゲ
ス
ト

･Q
uazi M

uham
m

ad R
ashed N

izam
 

氏

･K
azi N

azm
un

 N
aher 

氏

(

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
出
身)

●�

内�

容

　

ゲ
ス
ト
の
ニ
ザ
ム
氏
と
ナ
ヘ
ル
氏
か
ら

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
話
を
聞
い
た
り
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
食
べ
物
や
飲
み
物
の
試

飲
食
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。(

通
訳
あ
り)

●�

定�

員

20
人(

要
申
込･

先
着
順)

●�

費�

用

無
料

●�

対�

象

ど
な
た
で
も
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○
育
児
講
座  

◆｢

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会｣  

9
月
13
日(
木)

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

●�

日�

時

●�

会�

場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●�

内�

容

　

オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
素
肌
を

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

●�

講�

師

塚
本 

由
美
子 

氏(

助
産
師)

●�

対�

象

　

2
か
月
か
ら
7
か
月
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者(

町
内
優
先)

●�

定�

員

子
ど
も
13
人

●�

費�

用

２
０
０
円(

当
日
集
金)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●�

申
込
期
間

　

8
月
24
日(

金)

～
9
月
12
日(

水)

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当･

河
村)

☎
32
︲
０
１
９
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

●�

定�

員

20
人(

先
着
順)

●�

申
込
方
法

　

9
月
10
日(

月)

ま
で
に
、
社
会
福
祉

法
人
光
道
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
町

福
祉
課
に
設
置
し
て
い
る
申
込
書
に
記
入

の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

社
会
福
祉
法
人　

光
道
園

☎
０
７
７
８
︲
62
︲
１
２
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
８
︲
62
︲
０
８
９
０

福
井
県
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳･

介
助
員

養
成
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

●�

会�

場

　

社
会
福
祉
法
人　

光
道
園

(

鯖
江
市
和
田
町
9
︲
1
︲
1)

●�

受
講
対
象
者

　

原
則
、
県
内
在
住
の
方
で
、
修
了
後
は

県
内
で
盲
ろ
う
者
通
訳･

介
助
員
と
し
て

活
動(

登
録)

が
可
能
な
方

●�

費�

用

無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
や
介
助
実
習
に
か
か
る
電

車
代
、
飲
食
代
は
自
己
負
担(

全
課
程

を
通
し
て
５
，０
０
０
円
程
度)

①
10
月
20
日(

土)　

②
10
月
27
日(

土)

③
11
月
10
日(

土)　

④
11
月
17
日(

土)

⑤
11
月
24
日(

土)　

⑥
12
月
1
日(

土)

⑦
12
月
15
日(

土)　

⑧
12
月
22
日(

土)

⑨
平
成
31
年
1
月
19
日(

土)

⑩
平
成
31
年
1
月
26
日(

土)

●�

日�

時(

全
10
日)

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
5
時

※ 

講
座
の
8
割(

48
時
間
分)

出
席
が
修

了
条
件
で
す(

受
講
必
須
科
目
あ
り)

。

修
了
者
に
は
、
最
終
日
に
修
了
証
書
を

授
与
し
ま
す
。

9
月
19
日(

水)

午
後
1
時
～
2
時

●�

日�

時

●�

会�

場

東
部
診
療
所

●�

対�

象

　

町
内
在
住
で
、
も
の
忘
れ
や
認
知
症
に

つ
い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●�

内�

容

　

東
部
診
療
所
と
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

　

個
別
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

定�

員

2
人

●�

費�

用

無
料

●�

そ
の
他

　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

藤
木)

☎
32
︲
６
７
０
４

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

☎
32

マ
マ･

パ
パ
ぽ
け
っ
と

(

育
児
不
安
解
消
サ
ポ
ー
ト
事
業)

が
開
催
さ
れ
ま
す

9
月
3
日(

月)

午
後
1
時
30
分
～
3
時

●�

日�

時

●�

会�

場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●�

対�

象

妊
娠
中･

子
育
て
中
の
方

●�

内�

容

　

臨
床
心
理
士
や
こ
こ
ろ
の
専
門
医
師
、

保
健
師
等
を
交
え
て
、
育
児
不
安
を
抱
え

る
保
護
者
同
士
が
自
由
に
語
り
合
い
ま

す
。(

個
別
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す)

●�
費�
用

無
料

●�

そ
の
他

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
︲
３
７
４
７

9
月
8
日(

土)

午
前
9
時
～
正
午

●�

日�

時

●�

会�

場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

敦
賀
市
開
町
6
︲
5)

●�

対�

象

ど
な
た
で
も

●�

費�

用

無
料

●�

そ
の
他

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
参
加
希
望
の
人

は
、
8
月
31
日(

金)

ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
︲
３
７
４
７

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

●�

内�

容

・
法
律
相
談(

弁
護
士)

・
こ
こ
ろ
の
相
談(

精
神
科
医)

・
心
理
相
談(

臨
床
心
理
士)

・
生
活
や
就
労
の
相
談

　

(

就
労
支
援
員
、
相
談
支
援
員)

・
職
場
で
の
悩
み
相
談

　

(

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー)

・
ア
ル
コ
ー
ル
等
依
存
症
相
談

　

(

Ａ
．Ａ
．若
狭
グ
ル
ー
プ)

※
相
談
は
個
別
に
行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
司
法
書
士
会

☎
０
７
７
６
︲
43
︲
０
６
０
１

9
月
22
日(

土)

午
前
9
時
～
午
後
4
時

●�

日�

時

●�

場�

所

　

司し
ち
ょ
う調
合
同
会
館

　

(

福
井
市
下
馬
2
丁
目
３
１
４
番
地)

●�

内�

容(

相
談
例)

･

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
今
後
が
心
配
だ

･

　

 

遺
産
分
割
協
議
を
し
た
い
が
、
相
続
人

の
一
人
が
認
知
症
で
で
き
な
い

･

　

 

知
的
障
害
を
持
つ
子
供
の
将
来
が
心
配

･

　

 

母
の
年
金
が
勝
手
に
使
わ
れ
て
い
る
み

た
い
だ
が
、
ど
う
し
よ
う
⋮

●�

相
談
料

無
料

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●�

そ
の
他

 

司
法
書
士
に
よ
る

 ｢

高
齢
者･

障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
立
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
病
院

☎
０
７
７
６
︲
98
︲
２
７
０
０

① 

8
月
31
日(

金)

　

 ｢

心
も
体
も
健
康
に
～
認
知
症
の
理
解
、

予
防
、
支
援
～｣

　

作
業
療
法
士　

松
間 

香
織 

氏

※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

② 

9
月
5
日(

水)

　

｢

認
知
症
の
基
礎
知
識
と

介
護
の
ポ
イ
ン
ト｣

　

摂
食･

嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師

片
岡 

亜
季
子 

氏

●�

日
時･

内
容

●�

会�

場

　

福
井
県
立
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
病
院

(

福
井
市
寺
町
93
︲
6)

●�

対�

象

ど
な
た
で
も

●�

定�

員

各
50
人

●�

費�

用

無
料

●�

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
知
症
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
７
７
６
︲
21
︲
８
１
５
７

9
月
18
日(

火)

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●�

日�

時

●�

場�

所

　

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ　

6
階

　

(

福
井
市
手
寄
1
︲
60
︲
1)

●�

内�

容

　

法
律
や
税
務
、
会
計
監
査
、
不
動
産
鑑

定
、
権
利
登
記
、
表
示
登
記
、
役
場
へ
の

諸
手
続
、
労
働･

社
会
保
険
、
不
動
産
の

売
買
、
特
許
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
専

門
知
識
を
有
す
る
資
格
者
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

●�

相
談
料

無
料

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●�

そ
の
他

｢
福
井
県
士
業
等
団
体
友
好
協
議
会

に
よ
る
合
同
無
料
相
談
会｣

が

開
催
さ
れ
ま
す



Mihama　Information

※お問い合わせ先　町歴史文化館(担当･松葉) ☎32‐0027※お問い合わせ先　｢海
う み

湖と歴史の若狭路｣発信事業実行委員会 事務局 ☎0770‐56‐2212
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座学

※お問い合わせ先　町歴史文化館(担当･松葉) ☎32‐0027

※事前に町歴史文化館まで申し込みをお願いします。(会場に余裕がある場合、当日受付可 )

みはま
“郷育プログラム”

関連講座

日時 9月 22日 ( 土 ) 午後 1時～ 4時

会場 美浜町歴史文化館　研修室2

講師 中野�知幸�氏 ( 羽咋市教育委員会 )

腰地�孝大�氏 ( 野々市市教育委員会 )

松葉�竜司�氏 ( 美浜町歴史文化館 )

内容 この数年、発掘調査が行われている
北陸の古代寺院遺跡について、発掘
担当者による概要報告と座談を通じ
て地域の古代寺院や造られた時代に
ついて学びます。

定員 50人

北陸の古代寺院、発掘最前線
　～興道寺廃寺跡、末松廃寺、柳田シャコデ廃寺～

みはま土曜歴文講座

この数年、発掘調査が行われている

　～興道寺廃寺跡、末松廃寺、柳田シャコデ廃寺～

受講料

無 料
※展示室への入室には
　入館料が必要です

美浜町歴史文化館　第6回企画展

素
そ び ょ う

描、興道寺廃寺跡 ～山を越え、もたらされた古代仏教～
　平成 30 年 2 月に国史跡に指定された興道寺廃寺跡からの出土品、そして越前や近江等、周辺地域の
古代寺院からの出土品を通じて、当地に伝えられた往時の先端技術や古代仏教の一端をご紹介します。

会　　期 11月 18日 ( 日 )まで

開館時間 午前9時～午後5時

休 館 日 毎週月曜日、祝日の翌日

観 覧 料
無料 (ただし、常設展示室への入場料が必要 )

会　　場 美浜町歴史文化館

展示内容
(1) 軒先を飾る瓦の文様
　　～近江 ･湖東からもたらされた蓮華文～

(3) 興道寺廃寺跡と仏の道
　　～都からもたらされた仏教美術～

(2) 瓦工人の交流
　　～近江 ･湖西からもたらされた造瓦技術～

　展 示 品
･　�興道寺廃寺跡や大東遺跡、正恩寺遺跡、
　大宝寺跡、大供廃寺の出土瓦
･　日置前廃寺の出土塑像や壁画片
･　王子保窯跡群出土せん仏　　等

●�

対�

象

ど
な
た
で
も

●�

内�

容

･ 

里
親
制
度
の
説
明

･ 

里
親
支
援
専
門
相
談
員
の
経
験
談

●�

費�

用

無
料

　

県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
た

子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、

温
か
い
愛
情
を
持
っ
て
一
緒
に
生
活
し
て

く
だ
さ
る｢

里
親
さ
ん｣
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●�

そ
の
他

　

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
な
る
べ
く

事
前
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

里
親
制
度
に
関
す
る
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

嶺
南
振
興
局 

敦
賀
児
童
相
談
所

☎
22
︲
０
８
５
８

･

　

8
月
31
日(

金) 

小
浜
市
文
化
会
館

　

(

小
浜
市
大
手
町
7
︲
32)

●�

日
時･

場
所

※
時
間
は
い
ず
れ
も

　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

･

　

9
月
14
日(

金) 

な
び
あ
す

↑日置前廃寺出土��壁画片
　(高島市教育委員会�提供 )

↑�王子保窯跡群
出土せん仏

敦賀市総合運動公園プール
敦賀市沓見149‐1

敦賀市総合運動公園体育館
敦賀市沓見149‐1

敦賀市総合運動公園野球場
敦賀市沓見149‐1

敦賀市きらめきスタジアム
敦賀市若泉町9‐3

敦賀市総合運動公園弓道場
敦賀市沓見149‐1

福井県立久々子湖漕艇場
美浜町久々子地係

美浜町総合運動公園野球場
美浜町久々子26‐30

若狭町多目的交流広場｢若狭さとうみパーク｣
若狭町北前川26‐10

小浜市民体育館
小浜市後瀬町9‐38

小浜市営野球場
小浜市東勢89‐3‐2

小浜市総合運動場陸上競技場･多目的グラウンド
小浜市口田縄5‐23

おおい町総合運動公園体育館 /野球場
おおい町成和2‐1‐1

若狭和田マリーナ特設セーリング会場
高浜町和田167‐4

高浜町特設トライアスロン会場
高浜町安土6‐1‐4

●国体 ( 大会 ) 会場

↑重複する国体(大会 )会場は省略しています。また、会場でのスタンプ獲得は、対象となる競技の実施期間に限ります。

●観光施設

若狭路 遊 モバイルスタンプラリー
周

小浜市まちの駅 ･旭座
小浜市白鬚111‐1

山川登美子記念館
小浜市千種1‐10‐7

道の駅うみんぴあ大飯
おおい町成海1‐1‐2

若州一滴文庫
おおい町岡田33‐2‐1

道の駅名田庄
おおい町名田庄納田終109‐4‐1

おおい町暦会館
おおい町名田庄納田終111‐7

道の駅シーサイド高浜
高浜町下車持46‐10

若狭たかはまエルどらんど
高浜町青戸4‐1

青葉山ハーバルビレッジ
高浜町中山2‐4

高浜町郷土資料館
高浜町南団地1‐14‐1

福井県年縞博物館　����※9月15日開館予定
若狭町鳥浜122‐12‐1

福井県海浜自然センター
若狭町世久見18‐2

福井県立若狭歴史博物館
小浜市遠敷2‐104

敦賀赤レンガ倉庫
敦賀市金ヶ崎4‐1

敦賀市立博物館
敦賀市相生町7‐8

みなとつるが山車会館
敦賀市相生町7‐6

敦賀きらめき温泉リラ ･ポート
敦賀市高野91‐9‐3

若狭国吉城歴史資料館
美浜町佐柿25‐2

若狭海遊バザール千鳥苑�若狭美浜海の駅
美浜町坂尻43

五湖の駅
美浜町久々子72‐1

レインボーライン
美浜町 ･若狭町

若狭三方縄文博物館
若狭町鳥浜122‐12‐1

道の駅若狭熊川宿
若狭町熊川11‐1‐1

道の駅三方五湖
若狭町鳥浜122‐31‐1

みかた温泉きららの湯
若狭町中央1‐6‐1

道の駅若狭おばま
小浜市和久里24‐45‐2

御食国若狭おばま食文化館
小浜市川崎3‐4

�　福井しあわせ元気国体 ･大会の若狭路会場と若狭

路観光施設の合計47施設を対象としてモバイルス

タンプラリー(※ )を11月30日 (金 )まで開催して

います。

景品

会場に設置されているQRコードを携帯電話やスマート
フォンで読み取ってスタンプをゲットし、集めたスタンプ
に応じて抽選で若狭路の豪華景品が当たります。

(※ )…�

①若狭路1泊2食付きペア宿泊券(12組)
【応募資格】下記施設から嶺南6市町それぞれ1ヶ所以上、
　　　　　�合計 6つ以上のスタンプを集めた方。

【応募資格】下記施設から嶺南2市町それぞれ1ヶ所以上、
　　　　　�合計 2つ以上のスタンプを集めた方。

【応募資格】下記施設から2つ以上のスタンプを集めた方。
③若狭塗箸 1膳 (200 名 )

②若狭路特産品詰め合わせ (30 名 )

　

町
で
は
、
個
人
の
住
宅
や
敷
地
内(

私

有
地)

に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
土
地･

建
物
の

所
有
者
や
管
理
者
に
お
い
て
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
に
は
大

き
な
危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
、
次
の
専

門
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
費
用
は
全
額
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。

●�

専
門
業
者

･

株
式
会
社 

昭
和
リ
ー
ブ
ス

☎
22
︲
６
３
２
６

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

藤
村)

☎
32
︲
６
７
０
３

私
有
地
に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
は

個
人
ま
た
は
専
門
業
者
で
対
応
を

･

株
式
会
社 

ダ
ス
キ
ン
敦
賀

☎
22
︲
３
９
６
０

･

中
部
環
境
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

  

敦
賀
営
業
所

☎
25
︲
１
０
０
９

詳しくはこちらをチェック→


